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春季大会 

日時：平成２７年５月２日（土）～３日（日） 

場所： 堺市金岡公園体育館 

団体総合 優勝   

個人総合、種目別５種目 優勝 田中 樹（3文Ｃ） 

種目別吊り輪      優勝 山根 直紀（2文Ｃ） 

 

第５４回ＮＨＫ杯体操 

日時：平成２７年５月１７日（日） 

場所：代々木第一体育館 

 

 

 

 

 

 

ＮＨＫ杯は、社会人・大学生をすべて含めた選手の中から先月の全日本選手権大会での予選を突破し

た日本のトップ選手が集う大会です。今回は高校生の参加は、本校の田中 樹を含めた２名のみでし

た。 

結果は、個人総合２７位で高校生としては勿論トップの成績でした。 

田中選手の感想は、「大きな舞台での試合を終えて、自分の演技に自信が持てるようになりました。」

といい経験になったことがうかがえます。さらに、「これから、夏のインターハイに向けてさらに磨

きをかけて、大きな結果を残せるよう頑張っていきます。」と力強い言葉も口にしていました。期待

してやってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前日の会場練習での田中 樹選手の鞍馬の練習風景。 

体線の美しさが持ち味の選手です。 
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インターハイ予選試合結果 

期日 ５月２３，２４日 

会場 大阪市中央体育館 

結果 団体総合 優勝 

   個人総合 優勝 田中 樹  （３文Ｃ） 

         ３位 長谷川 瑞樹（３文Ｃ） 

          ４位 山根 直記 （２文Ｃ） 

          ５位 金山 大和 （２文Ｃ） 

         ６位 松見 一希 （３文Ｃ） 

   種目別 床・鞍馬・吊輪・平行棒・鉄棒 優勝 田中 樹  （３文Ｃ） 

   種目別 跳馬 優勝 長谷川 瑞樹（３文Ｃ） 

インターハイ出場決定 

  団体メンバー 田中 樹  （３文Ｃ） 

          長谷川 瑞樹（３文Ｃ） 

          松見 一希 （３文Ｃ） 

          山根 直記 （２文Ｃ） 

          金山 大和 （２文Ｃ） 

          上田 直樹 （１文Ｄ） 

個人出場   織田 進太郎（３文Ｃ） 

       池田 大騎 （３文Ｃ） 

       春木 三憲 （２文Ｃ） 

 

今回の会場の大阪市中央体育館は、この夏のインターハイでメイン会場となる体育館です。本番さな

がらのセッティングで、本番を想定したいい機会でした。結果は、もとより試合内容も素晴らしく夏

への期待が大いに膨らむ大会でした。 

 

床運動の演技    「清風魂」のクラブ部旗    演技開始前の挨拶 
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近畿高校体操競技選手権大会 大会結果 

期 日：平成 27 年 6 月 13，14 日 

場 所：滋賀県立総合体育館 

結 果： 団 体 総 合 優勝 

     個 人 総 合 優勝 田中 樹  （３文Ｃ） 

          ２位 山根 直樹 （２文Ｃ） 

          ３位 長谷川 瑞樹（３文Ｃ） 

     種目別 床  優勝 田中 樹  （３文Ｃ） 

鞍馬 優勝 池田 大騎 （３文Ｃ） 

        吊り輪 優勝 春木 三憲 （２文Ｃ） 

         跳馬 優勝 長谷川 瑞樹（３文Ｃ） 

        平行棒 優勝 田中 樹  （３文Ｃ） 

         鉄棒 優勝 田中 樹  （３文Ｃ） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

団体総合優勝カップ         個人総合優勝カップ 

 

今回の試合は、結果を見ていただければお分りのように完全優勝を成し遂げることができました。

まさに近畿に敵なし！ 

 本番のインターハイまであと2か月を切り、順調に仕上がりつつレベルアップされてきています。 

残りの期間でさらなるレベルアップとどんな状況でも戦い抜く対応力を充実させていき、選手だけ

でなくクラブ員全員で 8 月 3 日の決勝の日へ向け日々努力していきたいと思います。 

 

7/31～8/3 大阪中央体育館にて全国高校総体出場 

平成27年度 インターハイ 大会結果 

日  時：平成 27 年 7 月 31 日〜8 月 3 日 

場  所：大阪市中央体育館 

結  果：団体総合  優勝（8 年ぶり 14 回目） 
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田中  樹（３文 C）      長谷川瑞樹（３文 C） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松見 一希（３文 C）     山根 直記（２文 C） 

個人総合  3 位：田中  樹（３文C） 

 

 

 

 

 

種目別 鞍馬 優勝：池田 大騎（３文C）    吊輪 優勝：春木 三憲（２文C） 

    鉄棒 優勝：田中  樹（３文C） 

 

8 年ぶり 14 回目の優勝 

 今を去ること 8 年前、同じ大阪市中央体育館。最終種目で逆転され、わずか 0.1 の差で惜敗して、

翌年の佐賀では、当時のメンバーが奮起し優勝したものの、やはり地元大阪での悔しさは、大阪でな

ければ・・・・そんな思いの中奇しくも巡ってきた今年のチャンス。 

 過去インターハイにおいて、体操競技の団体総合で地元優勝は一度もなく。全国の歴代の強豪チー

ムが一度も成しえなかった地元での歓喜の優勝を見事に成し遂げました。 
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当日戦ったメンバー4 人も本当によく頑張りました。しかし今年は、個人出場の選手やインターハイ

に出場することのできない選手たちの熱い思いが彼らレギュラーに力を与えてくれた、全員で勝ち取

った優勝です。 

 ハード面でも今年 4 月に完成した新校舎内にできた体操場は、本当に素晴らしい設備で。今まで廊

下を走って練習していた跳馬を同じ体育館内で練習できたことは、今回の優勝に大いに力になりまし

た。実際 2 位の関西高校をはじめ上位校の跳馬のレベルは、高くわずか 4 カ月ではありましたが、

新しい今の環境で練習できたことは、非常に大きかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに当日は、地元大阪ということもあり、たくさんの OB やその保護者の方々も応援に駆けつけて

いただき、皆の一丸となった応援も力強い後押しになりました。 

 今後は、今回の優勝に甘んじることなく、更なる飛躍をし、選手それぞれの胸に秘めた「オリンピ

ックでの金メダル」を目指して頑張っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからも清風学園体操部の応援よろしくお願いします。 
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平成27年度 大阪高校総合体育大会 

日 時：平成 27 年 8 月 30 日 

場 所：金岡公園体育館 

結 果：団 体 総 合 優勝 

個 人 総 合  

優勝 松見 一希 （3 文Ｃ） 

2 位 春木 三憲 （2 文Ｃ） 

4 位 金山 大和 （2 文Ｃ） 

5 位 長谷川 瑞樹（3 文Ｃ） 

6 位 織田 進太郎（3 文Ｃ） 

     

種目別  床   

3 位 金山 大和 （2 文Ｃ） 

鞍 馬  

優勝 池田 大騎 （3 文Ｃ） 

2 位 松見 一希 （3 文Ｃ） 

3 位 春木 三憲 （2 文Ｃ） 

         

吊 輪  

優勝 長谷川 瑞樹（3 文Ｃ） 

2 位 春木 三憲 （2 文Ｃ） 

3 位 松見 一希 （3 文Ｃ） 

3 位 池田 大騎 （3 文Ｃ） 

         

跳 馬  

優勝 長谷川 瑞樹（3 文Ｃ） 

3 位 松見 一希 （3 文Ｃ） 

         

平行棒  

優勝 松見 一希 （3 文Ｃ） 

3 位 金山 大和 （2 文Ｃ） 

         

鉄 棒  

2 位 長谷川 瑞樹（3 文Ｃ） 

3 位 松見 一希 （3 文Ｃ） 

 

 

  

※ 試合風景 

※ 演技直前の準備 

※ 吊輪の演技 
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平成27年度 国民体育大会 

日 時：平成 27 年 9 月 10 日〜13 日 

場 所：和歌山ビックホエール 

結 果： 

団体総合 4 位 

大阪選抜； 

田中 樹（3 文Ｃ） 

長谷川 瑞樹（3 文Ｃ） 

松見 一希（3 文Ｃ） 

山根 直記（2 文Ｃ） 

他 校 生 

 

第69回全日本体操団体選手権 

平成 27 年 11 月 29 日〜12 月 1 日 

代々木公園体育館 

 

 

 

 

今年の団体日本一を決める大会で高校からは、各大会で選ばれた 3 校が参加しました。オリンピック

選手が多数在籍するコナミスポーツ等全ての団体が集まる大会でした。 

 結果は、惜しくも予選落ちだったのですが、今回我が清風高校は、社会人、大学の各チームを抑え

て、種目別では、跳馬 1 位の結果を残すことができました。 

 高校生のチームが、種目別でトップになることは、史上初の快挙で総合では、まだまだ追いつくこ

とはできませんでしたが、清風高校ここにありを全国にアピールできた大会でした。 
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清風高校は、毎年この跳馬で何度も何度も悔しい思いをしてきました。しかし、この 4 月に新体操場

ができ素晴らしい環境のもと今回の結果が出たことは、本当に喜ばしい事でした。今後は、更なる精

進を重ね、まずは、来年のインターハイ 2 連覇を目指し頑張っていきます。そして今の現役生の中か

ら 2020 年東京オリンピックに出場選手を輩出できるよう番張ります。 

 今後とも応援よろしくお願いします。 

 

リューキンカップ 

平成 27 年 12 月 12 日 

アメリカ、ダラス 

参加選手 田中樹（３文Ｃ） 

成  績 団体選手権２位  種目別 床３位 

この大会は、高校生の上位選手たちによる海外遠征の大会で、大会自体は、「シニア」枠の大会です。

従って日本以外の他国は、ジュニア選手ではなく各国の代表選手たちが参加している大会です。本年

度世界選手権に参加していた選手も参加しており、高校生が参加する大会としては、最高レベルの大

会と言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果は、団体総合で２位と優勝こそ逃しましたが、優勝のウクライナのメンバーを考えると上場の結

果と言える。種目別でも床で田中が３位に入りメダルを獲得居ました。 

この経験を活かし卒業後の大いに活躍し、2020 年の東京オリンピック出場を目指してほしいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

※日の丸を胸にいざ演技開始 

※床 3 位の表彰式 
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団体総合 2 位の表彰式 

ヒューストン リューキンカップ 

平成 28 年 1 月 15,16 日 ヒューストン（アメリカ） 

中 3Ｉ 石澤大翔 

結果： 

団体総合（日本）2 位 

種目別 鞍馬 7 位 

 この大会は、世界の高校生のトップクラスが集まる 2016 年最初の大会で本校石澤選手は、中学 3

年生にもかかわらず、日本代表として参加し、団体総合 2 位に大いに貢献した。また、翌日の種目別

選手権でも得意のあん馬で各国の選手たちが「こんな小さな選手が」と目を見張る中、日本の伝統で

ある美しい演技を披露し堂々の入賞を果たし、「清風のあん馬」を世界にアピールした。 

 4 月からは、高校へ進学しインターハイ 2 連覇に貢献してくれることと期待がかかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※団体総合表彰式 

（日本選手団右から 2 番目が石澤大翔） 

※表彰式終了後、アメリカコーチと日本選手団 

 （前列右端が、石澤選手） 
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平成 27 年度日本体操協会ジュニアナショナル強化選手海外合宿 

平成 28 年 1 月 11〜23 日  カンクン（メキシコ） 

高 3 文理Ｃ 田中樹、高 2 文理Ｃ 山根直記、中 3Ｉ 石澤大翔 

体操日本の次世代を担う選手たちの強化目的で約半世紀にわたり続けられている、ジュニアナショナ

ル選手による海外強化合宿が今年度は、メキシコのカンクンにて行われました。ロンドンオリンピッ

クで目覚ましい活躍を見せたイギリスのナショナルチーム（ジュニアではなくシニア）との合同合宿

としてここ数年継続的にこの地で実施されています。 

 

[体育館前にて集合写真（最前列右から 4 番目田中選手、2 列目左端山根選手、2 列目右から 3 番目石澤

選手、最後列左から 4 番目梅本先生）] 

 

過去には、現在世界で敵なしのご存じ内村航平選手も参加した合宿で日本のジュニアトップ選手を日

本体操協会のジュニア強化スタッフが直接指導する合宿でこれに参加することは、日本全国のジュニ

ア選手の憧れとなっています。 

 本校からは、前キャプテン、現キャプテン、それに中学キャプテンの三名が参加し大いに刺激を受

けてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[練習前の全体挨拶]     [練習風景] 

 

また、本校梅本先生も日本選手団団長という重責を担い参加されました。 

 今回の経験を生かして、梅本監督のもと山根直記新キャプテンを中心に部員一同最も大切な冬場の

練習を乗り切り、今年清風高校にしかチャンスのないインターハイ 2 連覇を目指していきたいと思い

ますので、今後とも応援よろしくお願いします。 

http://www.seifu.ac.jp/web/wp-content/uploads/2014/10/126.jpg
http://www.seifu.ac.jp/web/wp-content/uploads/2014/10/223.jpg
http://www.seifu.ac.jp/web/wp-content/uploads/2014/10/313.jpg


体操競技部活動報告  2015

 

第 32 回全国高等学校体操競技選抜大会 

平成 28 年 3 月 21 日 

金沢市総合体育館 

結果 

個人総合3 位 春木三憲（2文Ｃ） 

種目別 

鞍馬 2位 金山大和（2文Ｃ） 

吊輪 優勝 春木三憲（2文Ｃ） 

跳馬 優勝 春木三憲（2文Ｃ） 

鉄棒 3位 山根直記（2文Ｃ） 

平成 27 年度最後の大会となった全国高校選抜大会が、春の訪れを感じさせる金沢で行われました。

27 年度最後の大会ではありますが、実質は、平成 28 年のスタートの大会と言える、今年の体操界

を占う上で高校生として最大の大会です。高校生にとって冬場を終えての大会は、昨年の演技内容を

大きく変えた、新しい演技構成で臨む大会であり、大いに期待できると同時に、大きな不安を抱えた

難しい大会です。 

 

 

 

 

 

  

結果は、上記の通りで団体戦がない大会としては、非常にいい内容で終わることができました。とは

言え、シーズン初めの大会ということもあり、大きな失敗もあって今後の指針も見つかった、価値あ

る大会でした。特に本校は、昨年インターハイ団体優勝メンバーが 3 人抜けほぼ一新されたメンバー

で臨んでのこの結果は、夏のインターハイ 2 連覇に向けて大きな一歩を踏み出したといえます。これ

をもとに、残り 4 カ月余りチーム一丸となって精進努力を続けていきますので、今後とも応援よろし

くお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.seifu.ac.jp/web/wp-content/uploads/2014/10/134.jpg

